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CS送信BOX 停電対応のお願い

停電発生前の対応
計画的な停電が発生する前に、CS送信BOXをシャットダウン
します。

Î 突発的な停電の場合は対応不要です。次項「停電復旧
後の対応」を行ってください。

電源スイッチ／電源ボタンの長押しによる強制終了をし
ないでください。故障やデータ破損の原因となります。

1 電源スイッチ／電源ボタンを押してすぐ
離す。
シャットダウンが実行されます。

Î 専用ディスプレイ（オプション）が設置されている場合
はWindowsのスタートメニューから［シャットダウン］
を選択して実施してください。また、‌処理の途中で確
認アラートなどのメッセージが表示された場合は、そ
のまま処理を続行して強制終了してください。

停電復旧後の対応
停電から復旧した後に、CS送信BOXの電源がオンであり、
正常に起動していることを確認します。

1 電源の状態を確認して、オフ（ランプ消灯）
の場合は電源スイッチ／電源ボタンを
押す。

Î 通常は自動的に電源がオンになります。

2 VCSまたはJUGGLER ONLINEにて各種デー
タが正常に表示されることを確認する。
	Î データが反映されるまで時間を要する場合があります。

＜LIVA Z＞

＜FC-P33W＞

① 電源スイッチを
押してすぐ離す

① 電源ボタンを押してすぐ離す

② ランプ消灯

② ランプ消灯

＜LIVA Z＞

＜FC-P33W＞

① ランプ点灯

① ランプ点灯

② 電源スイッチ
を押す

② 電源ボタンを押す

弊社設置機器のCS送信BOXを停電による故障やトラブルをできる限り防止するため、以下の対応実施してください。 
なお、CS送信BOXは以下2 タイプ（FC-P33W/LIVA Z）があり、そのいずれかが設置されています。

 注意
本書は停電による故障やトラブルの防止を保証するものではありません。
停電の際に本書記載の対応を実施しても、機器の動作が復旧しなかったり、
システムに障害が発生したりした場合は、弊社メンテナンスへ連絡してくだ
さい。




